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・ 広域的な機能の分散と

連結強化

・生活圏の再構築

・生活圏人口１０万人以上

を一つの目安として想定し

た地域づくり

新たな国土形成計画の検討状況

〇今後概ね１０年間の長期計画となる国土形成計画の令和5年夏策定に向け、 「広域的な機能の分散と連結強化」、「生活圏の
再構築」 により、「シームレスな拠点連結型国土」の構築を目指す考え方が示されている。

国土の基本構想として

重点テーマとして

が示されている

○ 「シームレスな

拠点連結型国土」

「対流促進」
「コンパクト＋ネットワーク」
をさらに深化・発展させ、

※南北に細長い日本列島にお
ける国土全体での連結強化
※広域レベルからコミュニティレ
ベルまで重層的な圏域形成

＜階層間のネットワーク強化＞
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時代の重大な岐路に立つ国土（直面するリスクと構造的な変化） 主なポイント
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国土審議会第16回計画部会（令和5年2月3日）資料より抜粋



我が国国土が直面するリスクと構造的な変化（関連データ）
国土審議会第16回計画部会（令和5年2月3日）資料より抜粋
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デジタルとリアルが融合した地域生活圏の形成（基本的考え方）
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国土審議会第16回計画部会（令和5年2月3日）資料より抜粋



市町村人口規模別の施設の立地確率
国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料（令和3年6月15日）より抜粋
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三大都市圏が一体化した新たな交流圏域の形成
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国土審議会第16回計画部会（令和5年2月3日）資料より抜粋



リニアと連携した高速道路ネットワークの構築とデジタルの活用による機能強化

7

国土審議会第16回計画部会（令和5年2月3日）資料より抜粋


